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留学レポート Study Abroad Report 

私も留学参加前に過去のレポートを見て、それを参考にして留学先を選びました。GPP に興味を持っていて
内容をもっと知りたいという方に向けて、その特徴や実際に参加して感じたことについて書きたいと思いま
す。留学先の中でも GPP を検討している方の参考になればと思います。 
 
■GPP について 

私の参加したプログラムは Global Professionals Program であり、その名の通り、将来グローバルに働くた
めの知識を学んだり、スキルを習得したりするものです。そのため英語そのものについての勉強はしません。
ここで学ぶことは、就職活動やその先の社会人として働く際に役立つと思います。したがって、学部の 1 年
生から私のような大学院生まで誰もが参加する価値のあるプログラムだと考えています。もし興味を持って
いるならば少しでも早いうちに参加した方が得られるメリットは大きいと思います。また、本プログラムは一
定の英語力が参加条件としてありますが、実際に参加してみて参加者のレベルはかなり高いと感じました。そ
して同じ参加者から得られるものも多かったです。参加している学生は優秀な人が多く、彼らと話したり様々
な経験を聞くことで知見を広めることが出来ました。 
 
 
■GPP に参加した理由 

今回私が参加するにあたって大きく 2 つの理由がありました。 
(1)学生のうちに留学を経験してみたい 
私は学部生のときから留学には少しだけ興味を持っていましたが、何か行動に移したことはありませんでし
た。しかし就職活動が終わり、もう少しで社会人という状況になったときに、学生時代にしかできない留学を
してみたいという思いが強くなりました。 
(2)社会人として働くために役立つことを学びたい 
私は就職先として英語力が求められる職を選んでいたこともあって、最初は単純に語学留学で英語を身につ
けることを考えていました。その中で GPP を知って、キャリア・ビジネスにフォーカスしたプログラムに魅
力を感じました。ハイレベルな環境の中で、今後社会人として仕事で役立つことを学びたいと思いました。 

 
 

■モナシュ大学での授業 

授業は基本的にシティにある 2 つのキャンパスで行われました。授業内容は前年度参加した方のレポートに
も書いてありますが、改めて記したいと思います。 
【1 週目】 
中国、マカオから来た学生も含めて 4 クラスに分けられました。彼らは私たちよりも早くプログラムに参加
していました。この週では、自分をブランド化するパーソナルブランディングや、企業によってそれぞれ別の
カルチャーを持つといったことを学びました。クラスごとに大手会計事務所や保険会社等の現地の企業を訪
問しました。そして、それに関するプレゼンをチームで行いました。 
【2 週目】 
この週から 2 クラスになり、大半が日本人でした。授業では実際に働く中で必要なスキルについて学びまし
た。特に Smalltalk は日本にはない文化なので面白かったです。午後は授業がない日があったり、総合商社
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を訪問したり、クレイトンキャンパスで日本語を学んでいる学生と交流したりしました。また在メルボルン
日本国総領事のお話を聞く機会もあり、国際機関での仕事を知るだけでなく、相手を引き付ける話の仕方を
学ぶことが出来ました。 

  【3 週目】 
最終週は日本人のみの 1 クラスとなり、日本の製品を売り込むというプロジェクトでした。4 人チームで 1
つの製品について調査を行い、最終日にプレゼンを行いました。限られた時間ではありましたが、市場調査
やターゲットの想定など実際のビジネスに近いことを経験できました。その中で Storytelling というものを
学びました。簡単に言うとプレゼンの中で物語を引用して使うということですが、個人的にこの Storytelling
が学んだことの中で印象に残っています。 

 

 
■ホームステイについて 

私のホストファミリーは、父、母、息子の 3 人でした。
彼らはハンガリーやドイツなどのヨーロッパの出身で
した。それに加えて長期間ホームステイしているイン
ドネシア人の学生も一緒に暮らしていました。私の場
合はホストマザーがご飯の用意などを全てしてくれま
した。昼食は基本的にサンドイッチとフルーツでした。
夕食には大体お米があったので私としては嬉しかった
です。ホストマザーが料理上手ということもあって毎
回ご飯が美味しく、食に関して全く不満はなかったで
す。休日にはホストファミリーが車で色々な場所に連
れていってくれました。フィリップ島やペニンシュラ
温泉、キリスト教の教会などに行きました。みんない
つも笑っているファミリーでとても居心地が良く、楽
しかったです。本当にお世話になりました。 
 
 
■メルボルンでの生活 

授業が終わった 16 時以降の時間を色々なことに使え
るので、事前にある程度やりたいことを考えておくと
良いと思います。キャンパスがシティの中心部なので
色々な所に行きやすいです。もちろん早く帰ってホス
トファミリーとご飯を食べてもいいですし、バーに行
ったり観光地に行くのも良いと思います。 
私の場合は、平日は朝 7 時に起きて 7 時半に家を出
発、バスと電車を使って通学し、8:45 頃に大学へ着く
という生活でした。授業後はユーレカスカイデッキや
ナイトマーケット、フッティー観戦等に行ったりしま
したが、特によく行ったのはバーです。メルボルンで
は多くのバーが 16~19 時までハッピーアワーをやっ
ており、お酒を安く飲むことができます。自分たちで
お店を調べて色々なバーに行きました。日本では味わ
えない雰囲気なのでとても楽しかったです。 
休日には、上記で書いたようにホストファミリーに連
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れていってもらったり、友達とシティの外の観光地に行ったりしました。遠くの観光地は車が必要だったりし
ますが、メルボルンは電車やバス、トラムなどの公共交通機関が発達しているので色々な所に行きやすいで
す。 
メルボルン近辺には色々な観光地がありますが、個人的にはナイトマーケットとグレートオーシャンロード
が特に良かったです。ナイトマーケットは、メルボルンの中心地で毎週水曜日の夜に開催されています。雰囲
気も良く、世界各国のグルメやお酒も飲めるので楽しかったです。グレートオーシャンロードはメルボルンか
ら西へ数百キロのところにある海岸線沿いの観光地で、基本的には車が必要です。そのためツアーで行くのが
良いと思います。日本では見られない大自然を味わうことが出来ます。 

※余談ですが、私が現地でお店などを探すときは Google マップを活用していました。バーであれば「bar」
と検索すると近くのバーが出てきます。そしてその中で口コミの評価が良いお店に行っていました。この方法
なら人気のお店を効率的に探すことが出来ると思うので良ければ使ってみて下さい。 

 

   
■コーヒーについて 

知っているかもしれませんが、メルボルンの人はコーヒーが大好きです。カフェもいっぱいあり、安くコーヒ
ーを飲むことが出来ます。朝も片手にコーヒーを持って出勤している人を多く見かけました。私も朝カフェで
コーヒーを買って学校に行ったりして、毎日 1 杯以上コーヒーを飲んでいました。特にフラットホワイトと
いう日本では見かけないコーヒーがあるのですが、メルボルンではこれが有名で私も大好きになりました。是
非飲んでみて下さい。 

 
 

■感想 

3 週間はあっという間でしたが色んな人と出会い、刺激を受けられて充実した留学でした。 
生活面では、ホームステイ先の居心地が良かったこともあって生活は本当に快適でした。このままずっと住め
るとさえ感じました。好きなコーヒーも安く飲めて、色んな人種がいながらもみんなが優しいメルボルンの街
を好きになりました。また、一緒に参加した他大学の学生とも一緒に色々な場所へ行き、メルボルンを満喫出
来ました。 
授業ではビジネスの場で役立つスキルやプレゼンテーション方法を学びましたが、Company Visit において
も海外企業への訪問というなかなか機会がない貴重な経験を得られました。私は他に留学経験がないため比
較は出来ませんが、GPP は日本ではあまり学べないような内容を英語環境の中で学べるため、参加する価値
が高いと思いました。また、このプログラムに参加している学生は 1 年生から大学院生までいましたが、上
記でも書いたように彼らからの学び・刺激も多かったです。ほとんどが私より年下でしたが優秀な人ばかり
で、私ももっと努力していかなければならないと感じました。 
英語に関しては、授業中のディスカッション等で言いたいことが言えずに苦労する場面もありました。私自身
これまで英語に関する勉強をあまりやっていなかったため、英会話の経験をより多く積む必要があると改め
て感じました。当然ながらたった 3 週間で英語がいきなり話せるようにはならないので、これをきっかけに
今後も努力を続けていきたいと思いました。 
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■最後に 

これまで書いてきたように GPP は英語自体を学ぶプログラムではありません。一方で将来グローバルに働く
ための様々な知識や経験を得ることができます。そのため、「グローバルに働く」ということに少しでも興味
を持っている人には是非参加して欲しいと思います。就職活動について全く知らなかったり将来のビジョン
がなくても大丈夫です。GPP に参加し、会社訪問や一緒に参加する人と色んな話をすることが将来のキャリ
アを考えるきっかけになると思います。先に記したように参加時期は早ければ早いほど良いと思います。その
方が先のキャリアを意識するきっかけになると思いますし、私も実際に参加してみて学部生のときに参加し
たかったと思いました。特に就職活動を始める前に参加すると多くの学びがあると思います。一方で就職活動
を終えた身でも勉強になる部分は多くありました。実際に就活中に知ったことと同じようなことを多く学ん
だため、改めてインプットできた上にグローバルに働く際にも日本と同じような能力が求められると感じま
した。また色々な人と出会い、話を聞くことで自分自身の視野を広げることができました。 
最後に、私のように英語にあまり触れていない状況で参加すると苦労すると思うので、不安な方は留学に行く
までに英会話の経験を少しでも多く積むことをお勧めします。笑 

  
 

Company visit 在メルボルン日本国総領事と 


